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1. はじめに 
本研究は、合流車線から本線車線に合流す

る合流車において、初心運転者であっても安全

に合流できるよう、システムとして支援を提案

するものである。 
日本の高速道路において、合流地点や急カ

ーブ地点は事故が多発している要注意箇所であ

る[1]。そのため、高速道路合流部における安

全運転支援に関する研究はこれまでにも行われ

ている。しかし、それらの試みの多くは、運転

者が初心者である場合を考慮していない。一般

に初心運転者は、恐怖心から運転に対して抵抗

感を持っており、とりわけ合流箇所はその恐怖

心が最も高まる箇所のひとつである。そのため、

合流を伴う高速道路はできるだけ使いたくない

という初心運転者も少なくない。 
加えて、合流箇所の地理的制約などから、

右側車線から左側本線へと合流箇所も存在する。

このような箇所では、より運転の難易度が高く、

初心運転者には困難な合流となる。 
 本研究では、初心運転者がいかなる合流箇所

でも安全に合流できるよう支援する情報提供手

法を提案する。 

2. システム概要 
2.1 本システムで必要となる設備の概要 
 本研究では、図 2 の設備を仮定として、合流

車支援システムを構築する。本システムでは設

備として合流地点付近を俯瞰できる箇所に画像

センサ[3]を設置する本線車、および合流車に

は車載装置を設置する。この車載装置によって、

運転者にリアルタイムで画像コンテンツを提示

することができ、安全運転支援を行える。また、 
この画像センサから車載装置に情報を伝達でき

るよう無線装置を取り付けておく。 

 
 
 

 
図 2 本研究の設備概要 

 
この路側装置である画像センサと車載装置

を連携させることにより、路車協調型安全運転

支援システムを実現する。 
2.2 合流車支援システム(車載装置)の機能 

画像センサでは、主に本線側の車線、およ

び合流側の車線を監視する。画像センサでは画

像処理技術を用いて、本線車線上での車の位置

を検知する。この結果を常にリアルタイムで合

流車の車載装置に伝達する。 
本線車の車載装置では、画像センサから受

け取った情報を基に、自車と本線車の車間距離

を計測し、運転者に合流車接近を注意喚起させ

る画像コンテンツを提示する。本研究では、よ

り運転者にとって最適な画像コンテンツを追及

するため、複数パターンの画像コンテンツを用

意する。以下、図 3、図 4 にて画像コンテンツ

を示す。 

 
図 3 画像コンテンツ 1 
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図 4 画像コンテンツ 2 

 
図 3 の画像コンテンツでは、自車と本線車の

車間距離に応じて、リアルタイムに画像コンテ

ンツが変化する。信号機のピクトグラムが車間

距離を示している。図 4 の画像コンテンツでは、

図 3 の画像に加え、自車と本線車の位置関係を、

センサ情報を基に提示している。 
 合流箇所において、安全に合流を行うために

は、運転中に不必要な視線移動をしないことが

重要である。これは、視線移動に伴って体の重

心が移動してしまい、体の移動に伴ってハンド

ルを切ってしまう事象が見受けられるからであ

る。特に左本線への右からの合流において危険

が大きい。そのため、これらの画像コンテンツ

をより、運転者の視線移動が少なくなるよう、

ヘッドアップ型情報提示装置（図 5）にて運転

者への画像コンテンツの提示を行う。 
 

 

図 5 HUD で提示された画像コンテンツ 

3. 評価実験 
 本システムを用いて評価実験を行った。詳細

を表 1 に、実験の結果を図 6 に示す。 

表 1 評価実験の詳細 

 

 
図 6 実験結果 

 実験結果から、システムなしの場合と、あり

の場合では、システムありの場合において、後

方確認の回数が減り、結果として安定して合流

することができることを確認した。また、被験

者アンケートによる主観評価では、画像コンテ

ンツ 2 が最も支持された。しかしながら、図 6
からわかるように、画像コンテンツ 2 の場合に

は、まったく後方確認を行わないまま合流する

被験者が多数見受けられた。これは交通安全上

極めて危険な行為である。画像コンテンツ 1 の

ように、あえてすべての情報を与えず、運転者

に後方確認など、自発的な注意喚起を促すシス

テムが最も安全な合流支援につながることがわ

かる。 
今後、さらなる画像コンテンツを用いて実

験を行い、より運転者にとって最適な支援手法

を実現する。 
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実験場所 立命館大学構内
システムなしの合流
システム1を用いた合流
システム2を用いた合流

被験者 6人(うち初心運転者3人)
ヒアリング調査
動画による運転の分析(振り向き回数)
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